
謹啓環境出前辞庭 中込書
申込年月 日 平 成 年 月 日

申込団像も

代 表 者 氏名 住所

連 絡 先

氏名 住所

電話 印貰

E メ
ー

ル

希望プロ グラム

(離 紗メニュ ー から遍択)
番号 名称

8
_

時

策1 希望 平成
_
年 月 日 ( 饉8 ) 午前 ･ 午後 持 分から

:ミ ~･ち ;･童■ 平成
_
年 月 日 ( 囁8 ) 午前 ･ 午後 時 分から

第3 希望 平成 年 月 日 ( 曜 日) 午前 ･ 午後 時 分 から

粟施予定会喝

瀬塵外の鳩舎妊

臭挺希畢場所

会埠名 l 電話l
所在地

雨 天時 の 実践

韻島外 の プロ グ ラムの場合. ど与らか に レ点を 付けて くださ
･

い
｡

□ 延期して の 果施を希望

口 代替内容で屋内で の実権を希尊

参加予定人数 人 ( 内訳 : 子 ども 人 ､ 大人 人 )

* お 申し込み は①電話で ､ または②申込書の太線枠内に鱒入 して ペ
ー ジを切り 潮し､ フ ァ ックスでお送

り< ださい (募集期間 : 平 成 2 4 年 6 月 8 8 (金) ～ 7 月1 {) 日 (火)) ｡

【申し込み ･ 同い合わせ先】

F【EL S 帥d l i ( 牡の都の市民環境教育 ･ 学習推進会儀) 事務局.
所在地 : 〒98ロ

ー

0 机1 仙台市青葉区 一 番町四 丁 目7 -

1 7 小田急仙億 ピル 9 階

仙台市環境局環境都市推進課 内

電 話 : 0 2 2 -

2 1 4
-

0 0 0 丁 ファクシミリ: 0 2 2 -

2 1 4
-

0 5 8 0

市長サ ー クルや囁境N P O による 磯 劫 劇

荘音痴噴出蔚講戚囁噴出前講座
自然環境や生活環境の中で のさまざまな体験を通して ､ 環境のことを挙し< 学んで
みませんか ? 町内会や子ども会､ 市民グル ー プ､ 企薫等の皆さんが用葛 した会場に､
市民サ ー クルや環境N P･0 が講例としてお伺い します!

牡々ねlん鮎 うレスキュ 朋 ケ弓血
をご♯蜘 lただけます!

杜 の都 ･ 仙台の 自然環境や生 活環囁を生か した環境 学習 プロ
グラムで す｡ 仙 台市 の 環境教育 ･ 学暫 の 蜘 である F EE L

S 即 血 ( フ ィ ー ル セン タイ｡ 正 式名 称は 間 の 都の市民環 境
致育 ･

学習推進会 笥｣) 机 環境サ
ー

クルやN P O に依頼 し て

作成 しま した｡ 平成 2 4 年度 の出前講座で 臥 2 6 のプロ グ ラ

ムかこ御伽 tただ ロます ( 次ペ
ー

ジの 一 覧をこ賢ください) .

● 対 ■ 仙台市内○おねむお 2 0 人以上○ 団♯サグル ー プ( 町 内会や子ども 魚 苗且グル
ー プ､ 企業な ど) 5t独断鼠瞳【免欄且

◆宗教 また は営利を自他 とす る抱合妊､ お申 し込みいた だけません｡

●凄絶内容 次 ペ ー ジの ｢ メ ニ 】い - -

t J か ら ､
ご希望の プロ グラ ム をお 丑 飢 l ただ けます｡

● 棚 憫 平成 糾 年6 月8 日(金ト 7 月 lO 臼映)

◆精励 中で あ っ ても
､ 募集数 に達 し次笥､ 締め切 らせて い ただ書ま す｡

●桑絶時期 平成2 4 年7 月下旬 -

1 2 月¢等量する日時

◆講師の 都合で 地 させていただ < 燈台があります ｡

●実施会場 利■考膚で ご用意くださ い ( 原村として仙台市内ゝ

◆プロ グラムによ っ て 臥 講師 が指定する場所とな ります ( 応相識) ｡

●十 月 舶 へ の謝礼は徽料です｡ ･

◆会場費用や保険料な との 諸費用は､ 利用 者側の負担となります.

◆プロ グラムによ っ て 臥 利用者問に拳徳 して いただ< 物品 があります｡

● 申込方法 下記の申込先 へ 電汚で､ 褒たは義 細 の申込書をフ ァ ッ クス で お造りくださI l .

【申込先】FE亡L S e nd a i ( 牡の都の市長環境教育 ･ 学習推進会議) 事務局
所在地 : 〒98 0 -

0 81 1 仙台市青葉区 一 番町 四丁邑7 -

1 7 小町急仙台セ ル 9 階

仙台市囁境鳥環境都市推進課 内
電 竃 : 0 2 2 - 2 1 4

-

0 0 0 7 ファ妙ミサ: 0 2 2 - 2 1 4 - 0 5 8 0



溢葛嶺噴出曲講座メニ ュ ー _ 覧 (平成 2 4 年虔)

■講座の メニ ュ ー ( こ体験い ただける瑞垣学菅プログラム) は下 表の とおりです｡
■利用者が用意 した 会濁 へ､ ｢ 実施団体｣ 掴 師として お伺い します｡

略 プログラムの詳組玖 学習に適 した場所､ 利用 軸 の革御礼･ 襲卵 輝 瑚 先等は ｢ 杜舶
､

ん きょ うレ スキュ ー 隊 環境学習プログラム 勤 (仙台市環境交流サロン で 鞄覧できるほか
▼
ホ

ー

ムペ
ー ジー(h 輝 // 肋 / 南 ね n 由とわ/ m o 柚 /) に 掲載) をこ賢< だ さい ｡

※ ｢ フ臼 グラム銀｣ に広下 軌 跡 のメニ ュ ー も掲凋しています飢 出由有産ではお選びいただけませんの でこ了溺くだ 乱 l ｡

表内の 斌印の つい たプログラム ( 2 ･ 3 ､ 1 6 ～ 1 8 ) に つ い て 臥 団体の事情により 過｣ 昼墾皇
企雲塾となりますの で､ こ了承下さい｡

l 叫 窮 プロ グラム名 l 楯 対象者 対 象人 数 棄施面体

口
象柑へ庁こうγ

r ホ命ま 台原 籍杯公園などを散策 しな から相木
幼児 ′ 〉 成 1 0 0 人

水魚方式研究会
◎イ凸八｣

r 欝号露命I 才 や潜ら療の観察奪行い 靭本に ついでの
事J - 入門的な知 わを学びます｡

人 まで

日
鱒

日
山

王

■

再 細 鯵 畑 土叫Q
皇山の 水系 をさかのぽり ､ 雨水の ゆ<
克奮探ります 水や自然と共生す る冒

小学8 年 3 0 人 ネイチ ャ ー ワオ
蜘 ･人 削 与し

らしにつ いて 学びます｡
生･
} 成人 まで イ ス

}

資

出 勤 ､ 豊 山 た ん亡It 男山で萄植物を漂棄 ･

観察しなび ら､

山l苧3 年 3 0 人 ネイチ せ - ヴォ鴎J ヰ ー ウ 欄 r 生 先物間の ｢ 食べ局 一

食ペ られる関係J

J
を学びます

.

生 ～

成人 ま で イ ス

l

ンぎ r
一
-

探索で菓めた稽や木の 尭で お弁蓋 を作 幼 児 ～ 小

単線隆学

年

3 0 人 宮城救帝大学もl 拍 詭ぺ ん亡うっ くり ります ｡ 自然へ の閲咄と 人と臨わ る力
が育て られます｡

まで 幼児教育研究会

水
遼!

i

輌 た 舶 Il 駈び講 子 ど もたち 椚】lで の 学習を行 う効受
大学生 ～

成人 _

2 0 人

まで
カウ ラパ ン

庄 一 手どもたち 刷I一昔 や､ 安全軍需につ いて学ぶ､ 大人向け
のプログラムです .

l
lllに 聯 う ー しぜん ･

号

地域の 川やそ こに 住 ぢ生き鞄Iこつ い

て学J肇筆内で のプログラムです｡ 屋外 幼児 ～ 成
人

8 0 人
カウ ラパ ンい壷 ･ く弓し - で の 学習 の事商学習に も活用で きま

す,
まで

丁
川で 遁辞 う ー 貞 んぜ ん

に
･

た◎しく･ や注しく ～

川で 生 き物を捕ま克 ながら ､ 地域の川の
環境や､ 安全な｣" で の活動た法香華びま
す｡

幼児 ′ ) 成

人 警手 カウ ラパ ン

l
考えさう地 増 匂ホ書賄
書

水害に 関わ る磋々項唱句題尊慮と とも
に ､ 自らか地域を歩い て集め た情報をも 小学 4 年 4 0 人

カ ワラパ ンとに防 災マ ッ プをつくるこ とで ､ 地 域の

妬故に ついて 考える機会とします

生 ～ 成人 まで

食

農

l
恥 蓼l

タネ奄入れた粘土団子 蓉軌 ゝ野菜なと
を栽堰する ⊂とで

､ 命の成長や つながり
幼児 ～ 成

人

3 0
､
人 シ ンプル & スロ

I惨い功ちQ

ゎん亡だんこ
について 感じます. -

まで
ー

ラ イフの 会

Il
合同 市に参加し

､ 食べ 物 生 産 ～ 廃努
仙台いくね 研究

】耳

そ して廃棄物を堆肥化 してめ 生産
､
とい

う循環の しくみを学びます.

小学3 ～

6 年生

1 0 0 人

まで

匹 棚 人
苧段◎食べ物が作られるために ､周 接的
■な水が 細 使われているかを学 風

u l夢 4 年 8 0 人 仙台り八 一 ズネ

室内で のプロ グラム で す｡
生 一 成人 まで ツ ト

･

梅田川

ほ

M - b モ 輔ごI W 地域の田畑には地 喝 聴化香抑ぇるカ
小学 4 年

3 0 人

雪 棚 温暖

† ぞこ 職 者偽 札毎
があり､ モ し で生産され た食材壱便つ だ

生 ～ 中学

生

化防止活動 蛙

号例月鵬 -

腐食菅食べるこ とも 地坪温暖化 防止 に
つ ながること を学びます｡

まで 員 み とりむし

グル ー

プ

柑
翰徽 ･ 川 郎 紹 穆 書 J つ

学 校給食を蜘に ､ 私たちの ｢ い のちJ を
支える食べ 脚 ､ いかに多くの生書物の Jjl 苧 8 年 3 0 人

P W 研究 会 ク

･･ユー
1】

･
二=
こ
≡
. ｢ いのち｣ に支えられて いるか 葦､ パ ス

ルやカ ー ドを使い ながら学びます.

生 ～ 成人 まで
つ プ ･ オ ー

ティ

ア

J 雄l 酌l プロタラム名 l 夕 空 l 対 錦l 躍
ご

一子l 郡 内j･
【､

自

然
と

の
共

生

川
いくあの 攣緻つロケ弓

い ぐね(皐軌挿) む a R のくらしを体験
h 現代の馨ら-し方を考え るプロ グラム 小学3 年 1 0 0 人

J
~

望
創 ､ぐね研究

血 一 山釣絶無匿- です
｡
出前捜鼓と して 室内で利用で きま

す
｡

生 ～ 中学

生
まで

ほ
い弓色 棚 一 間 命

散歩香しながら写真や花
･

木の実を集め
幼児 ～ 成

人

3 0 人

N P O 法人 盲

肘 弓マン ー
て季節こ とのマ ッ プを作り､ 自然の 移り

険あそび短
-

- せ
変わ り奄発見 します . まで ん だい ･ みやぎ

零 ッ トウ ー ク

I l
瞥

ケヤキだIl 事壷 I 拝什
▲■ - ケヤ象 の己と. 身の回 りや雲山のケセキ調査か ら､ 伝統 小学3 年 3 0 人 ネイ チャ ー ワォr キ｣ ¢こと

. もっと帥l
たI I J -

的な写ら しや自然環境ついて 学びます｡ 生 ～ 成 人 まで イス

け

■

諷 卯l 立間. 塵山 モ欄 稲刈り 臓 ･ お屋敷探検な どを通 じて
小学 3 年 3 0 人 ネイ チ ャ ー ウ才勲の 自慮と事ちし魯捧 登山の 桓頚型の専ら しや農業につ い て

静′ 学びます｡ 生 ～ 成人 まで イス

ll

■

一

生萎も◎･ E ぎ 桝 l マ

身近なフ ィ ー

ル ドで様 々な生き物を採
して スケ ッ チ し ､ 塁薫羅をつくりなが
ら い きもの の ｢ 小学8 年 3 0 人 ネイチ ャ ー

ウ
シタ弓魯つく予弓｢

に 動 い｣ ｢食べ る -

食べられ る関係｣ ｢ すみ分 け｣ な とを挙
ぴ ます

｡

生 ～ 成人 書聖度
オ

イス

Il
何ぞ いてさ■ う J に ぎ

土 の中にす む小さな生さ物たち奄探し ､
そ由姿や形否拡大 観で 師 しながら､ 生 小学1 年 4 0 人

まで

シンプル& スロ
触 世界 態系の中で ｢ 観 として大 切な飽き

をしてい るこ と在学びます
生 ～ - ライ フの会

日

Il
曳山個鳴執 一

人色鵡卿
炭焼きを体験しなが ら ､ 人 間と寿が共同
して 伴っ た 里山の し< みと恵み を学び
震す.

小学4 年
生 ～ 中学

2 年隻

2 0 人

ま で

仙台い くね研 究
搾 帥 恥

コ
管旬 く巧し捧躊宇緻:

草木染ぬ かまとを使 った こ飯炊 き､ 廃
j血の灯り 作り 小 事 3

･
-

5 0 人 仙台いくね研究
t ･ 曾 ･ 佳

の 3 つ の毒の写ら し條頃
か ら ､ 現代の替ら しを害えます

｡

6 年生 まで

王才

管 ¢ く朝 川問 了ロケ
ラム

●

炭魯使っt 訊 か
無しか まとと いう畜の 道具 で こ飯 を劇
く

~

小学 1 年
6 0 人 仙 台い ぐね研 究b

し 咽 魯炊こう

し とで ､ 現代の 私た らの エネ ルギ
ー

の
使い方を考え ます

｡

生 〈 ■中学

生
まで

王】
親子三世代r卿露命トラ ･

自然 を上手 に利用 して専ら してい た毒 小学 4 年
3 0 人

宮城 県地球温暖

イ 榊 I J
の人 の知者 を爵べ て ､ 現代の生活へ の活 生 ～ 中学

生

化防止馬琴推進
か し万を考えます ｡

まで
ネ ッ トワ ー ク

Z4

肋 ンI可l モ薫虔亡 廃油の正 しい処理方法につ いて学び 套
小 学 5 年 傭 人 N P O 法人 笹

舟

絶域. 攣 校魯 繋げ■
うJ

庖や地 域の商店街か ら集め厄廃油で キ
マ ン ドル をつ くります.

生 一 成人 まで

2～
星を見る醸し静電遺し

夜に星 を観察し､ きれいな空気や 街の明
か りな ど ~ 小学1 年 1 0 0 人 天文ボ ラ ン

~

地
■ ハ

ム~
_
~ † ノ.. 二~ 丁

､ 星の 見ス方か ら地球環境を宅
えます｡

生 ～ 成人 まで

フ
~

イ

アうちゅ うせん

ホ欄♭亡書こIl - 幾 鍾
温電化につI lて考ぇさ

う ー

模型など季刊用 個 で ､ 地球温田ヒ 小 学4 年 5 0 人
N P O 法人 み

の 仕積み や対策を学びます
｡ 生 ～ 成人 まで

や ぎ環境カウン
セラ

ー

協会




